
戸籍の窓 10月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

（推計） 

11月1日現在（前月比） 

合　計　20,663人　（＋ 4） 

　男　　10,006人　（＋11） 

　女　　10,657人　（△ 7） 

世帯数　 6,906世帯（＋ 2） 

編
集
後
記

編
集
後
記 

編
集
後
記 

▼
表
紙
（
松
岡
小
学
校
の
秋
花
壇
）
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
同
校
の
農
林
水

産
大
臣
賞
の
受
賞
は
昭
和
58
年
以
来
2

回
目
と
の
こ
と
。
1
回
目
の
受
賞
は
、

私
が
松
岡
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
の

出
来
事
で
す
。
記
事
を
書
き
な
が
ら
「
そ

う
い
え
ば
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
な
〜
」

と
、
当
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

▼
今
年
も
残
り
1
ヶ
月
、
雪
の
シ
ー
ズ

ン
が
今
年
も
や
っ
て
来
ま
し
た
。
昨
シ

ー
ズ
ン
は
「
こ
れ
で
も
か
！
」
と
い
う

く
ら
い
雪
か
き
を
し
た
か
た
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
何
年
後
か
に
は
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
大
雪
も
懐
か
し
い
思
い
出

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

清
流
と
歴
史
を
慈
し
み
、
文
化
を
育
む
愛
情
の
ま
ち
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１
2
月
号 ふじた　ななちゃんおした　あゆちゃんまえがわ　りょうがちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

名
　
前

年
齢

住
　
所

長
谷
川
と
き
を

90

東
古
市

吉
田
　
清
信
　
79

松
岡
渡
新
田

林
　
　
一
夫
　
80

松
岡
芝
原
1

藤
田
　
奈な

那な

女

和
久
・
さ
と
み

松
岡
芝
原
3

尾
下
　
愛あ

結ゆ

女
　
竜
也
・
千
賀
　
鳴
鹿
山
鹿

前
川
　
竜
我

り
ょ
う
が

男
　
勝
浩
・
美
知
代

松
岡
下
合
月

野
田
　
剛つ

よ

志し

男
　
尚
也
・
早
紀
子

松
岡
神
明
3

鈴
木
　
陸り
く

史し

男
　
秀
典
・
聡
子
　
松
岡
松
ケ
原
2

清
水
　
乃の

衣え

女
　
大
輔
・
千
恵
美

大
月

瀧
波
　
博ひ

ろ

斗と

男
　
良
博
・
里
美
　
松
岡
湯
谷

松
岡
越
坂
2

小
坂
　
利
幸

松
岡
越
坂
2

鈴
木
美
沙
恵

福
井
市

栗
住
波

竹
内
　
啓
二

栗
住
波

酒
井
美
智
子

藤
巻

松
岡
吉
野
堺

奥
野
　
一

松
岡
吉
野
堺

坪
田
ル
ミ
子

坂
井
市

け
や
き
台

齊
藤
　
隆
通

け
や
き
台

野
路
　
昌
子

福
井
市

松
岡
室

橋
　
興
冶

松
岡
室

寺
島
　
育
子

大
野
市

谷
口

尾
崎
　
宗
則

谷
口

林
　
　
亜
美

福
井
市

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
か
た
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

12月号 
No.11

平成１８年１２月1日発行 
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～松岡小学校に農林水産大臣賞～ ～松岡小学校に農林水産大臣賞～ ～松岡小学校に農林水産大臣賞～ 
フラワー･ブラボー･コンクールの秋花壇で農林水産大臣賞を受賞した松岡小学校の花壇、 
　　赤とんぼが飛び回る自然を大切にしたいとの願いから「赤とんぼの親子」をデザインしています。 

前
田
　
利
栄
　
76

牧
福
島

豊
島
惠
美
子
　
72

松
岡
室

酒
井
　
環
　
　
79

牧
福
島

大
久
保
　
保
　
88

市
野
々

土
肥
　
健
二
　
68

松
岡
芝
原
2

南
　
　
君
子
　
76

松
岡
吉
野
堺

畔
川
幸
太
郎
　
59

志
比

宮
川
　
重
　
　
96

松
岡
葵
1

川
治
庄
兵
衛
　
89

轟

鈴
木
　
明
美
　
93

竹
原

藤
井
　
　
　
　
89

荒
谷

岸
野
　
清
作
　
60

松
岡
葵
2

チャレンジ九頭竜ちびっ子駅伝（11月19日）
雨の中にもかかわらず、子どもたちは元気に力走しました。



わがまち夢プランわがまち夢プラン
　町では、住民参画システムの確立の一環として、本年度から「わがまち夢プラン育成・支援事業」を実施して
おります。これまで、2つの団体から申請書が提出されておりましたが、審査会における審査の結果、いずれも事
業の対象として適切であると認定され、補助金の交付が決定されましたのでお知らせいたします。 
　今後、様々な取り組みに対して支援してまいりますので、多くのご提案をお待ちしております。 

今回認定された事業 

申　請　者　永平寺神楽保存会 

夢プラン名　永平寺神楽活性事業 1

申　請　者　吉野蔵王太鼓 

夢プラン名　大人になっても蔵王太鼓 2

～さらなる友好関係を～ 

－心豊かに、文化の創造、文化の発信－ 

新・永平寺町文化協会が設立されました 新・永平寺町文化協会が設立されました 新・永平寺町文化協会が設立されました 
　
10
月
4
日
、
上
志
比
地
区
・
永
平
寺
地
区
・
松
岡
地

区
を
一
本
と
し
た
、
新
・
永
平
寺
町
文
化
協
会
の
設
立
総

会
が
永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
　
長
　 

筧
　
　
　
清
　
一
　 

松
岡
志
比
堺 

副
会
長
　 

田
　
中
　
健
　
一
　 

志
比 

　
　
　
　 

南
　
部
　
信
　
雄
　 

栗
住
波 

幹
　
事
　 

内
　
海
　
一
　
男
　 

吉
波 

　
　
　
　 

長
谷
川
　
廣
　
子
　 

東
古
市 

　
　
　
　 

反
　
保
　
廣
　
子
　 

中
島 

　
　
　
　 

鈴
　
木
　
政
　
夫
　 

山
王 

監
　
事
　 

山
　
口
　
玉
　
栄
　 

志
比 

　
　
　
　 

吉
　
田
　
富
美
子
　 

浅
見 

顧
　
問
　 

塩
　
谷
　
勝
　
次
　 

松
岡
芝
原 

　
　
　
　 

西
　
　
　
芳
　
子
　 

松
岡
志
比
堺 

代
表
役
員 

（
敬
称
略
） 

お問い合わせ 

　教育委員会生涯学習課内　永平寺町文化協会事務局 

　161－3400

中国・張家港市を訪問

広報永平寺12月号 2

わがまち夢プラン

広報永平寺12月号3

旧
松
岡
町
と
友
好
交
流
関
係
に
あ
っ
た
中
国
江
蘇
省
張
家
港
市
よ
り
、

市
制
20
周
年
記
念
式
典
へ
の
招
請
が
あ
り
、
町
長
、
議
長
な
ど
5
名
の

代
表
団
と
13
名
の
町
日
中
友
好
協
会
の
会
員
が
訪
中
し
ま
し
た
。
10
月

31
日
に
張
家
港
市
に
到
着
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
王
亜
方
副
市
長
と
会

見
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
友
好
交
流
関
係
締
結
協
議
書
」
の
調
印
式
が

行
わ
れ
、
松
本
文
雄
町
長
が
調
印
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
9
年
8

月
に
松
岡
町
と
張
家
港
市
の
間
で
取
り
交
わ
し
た
協
議
書
を
合
併
後
の

永
平
寺
町
と
し
て
あ
ら
た
め
て
調
印
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
滞
在
中
は
、
張
家
港
市
市
制
20
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
列

や
、
張
家
港
市
政
府
の
案
内
に
よ
り
小
中
学
校
、
保
税
区
、
港
な
ど
の

視
察
や
、
鑑
真
和
上
記
念
館
の
東
渡
寺
や
車
両
乗
り
入
れ
を
制
限
し
た

歩
行
街
な
ど
を
ま
わ
り
、
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
張
家
港
市
の
生

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
張
家
港
市
と
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
文
化
、

教
育
、
産
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
と
協
力
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

協議書に署名する松本町長



水
道
管
凍
結
に
よ
る
破
裂
に
注
意
！ 

除
雪
に
ご
協
力
を 

　県では来年3月31日まで、下記のアドレスで雪に
関する情報を提供しています。冬期間の道路情報とし
てお気軽にご利用ください。 
○パソコン 
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/ 
○携帯電話 
i-mode 
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/i/ 
EZ-Web 
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/ez/ 
Yahoo! 
　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/y/

お知らせ 
　町道の消雪装置については、節電時間帯が
設けてあり、散水しないことがありますので
ご了承ください。 

除雪についてのお願い

広報永平寺12月号 4

お知らせ

広報永平寺12月号5

い
よ
い
よ
雪
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

雪
が
降
っ
て
も
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
家
族
や
ご
近
所
と
協
力
し

あ
い
、
雪
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

●
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

路
上
へ
の
放
置
車
両
が
あ
る
と
、
除
雪
作
業
が

で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
迷
惑

が
か
か
る
ば
か
り
か
、
消
防
車
や
救
急
車
、
ご
み

収
集
車
も
入
れ
な
く
な
り
ま
す
。
路
上
駐
車
は
絶

対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

●
障
害
物
に
は
目
印
か
撤
去
を
　

道
路
に
面
し
た
構
造
物
が
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る

と
、
除
雪
の
際
に
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
赤
布
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路

ぎ
わ
に
あ
る
樹
木
や
竹
な
ど
が
、
積
雪
で
道
路
上

に
倒
れ
な
い
よ
う
、
伐
採
ま
た
は
補
強
す
る
な
ど

の
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
降
積
雪
時
は
、
マ
イ
カ
ー
自
粛

降
積
雪
期
間
中
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

●
道
路
に
雪
を
だ
さ
な
い
で

除
雪
を
し
た
道
路
に
は
、
絶
対
に
雪
を
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
や
車
の
迷
惑
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
凍
結
し
て
重
大
な
事
故
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

●
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
活
動
を

一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
除

排
雪
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
場
所
の
除
排
雪
に
ご
協
力
を

生
活
道
路
、
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、
防
火
水
槽

や
用
水
路
付
近
の
除
排
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
降
積
雪
時
は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
を
つ

け
ま
し
ょ
う

●
水
道
水
を
融
雪
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
や
小
型
除
雪
機

械
に
よ
る
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
な
ど
の
除
排
雪
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

●
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に
は
、
健
康
管
理

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
各
家
庭
で
、
耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非
常
持
ち

出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

●
止
水
栓
の
位
置
を
確
認

気
温
が
0
度
以
下
に
な
り
、
水
道
管
内
の
水
が

凍
っ
て
膨
張
す
る
と
破
裂
し
ま
す
。
水
道
管
が
む

き
出
し
の
と
こ
ろ
や
北
向
き
、
風
当
た
り
の
強
い

と
こ
ろ
な
ど
は
破
裂
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

●
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

水
道
管
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま
す
。
熱
湯
を
急
に
か

け
る
と
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
破
裂
を
防
ぐ
に
は
？

水
道
管
の
蛇
口
や
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
布
・
縄
・
フ
ェ
ル
ト
な
ど
を
巻
き
つ
け
、

そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
保
温
し
ま

す
。

●
破
裂
し
た
ら
ど
う
す
る
の
？

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
、
ま
た
は
水
道
メ

ー
タ
ー
付
近
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め

ま
す
。
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
応

急
処
置
を
し
て
か
ら
、
町
指
定
水
道
業
者
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。（
指
定
業
者
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
閲
覧
で
き
ま
す
）

●
漏
水
の
確
認
方
法

家
庭
内
の
水
道
の

蛇
口
な
ど
を
す
べ
て

閉
め
て
水
道
メ
ー
タ

ー
の
銀
色
も
し
く
は

赤
色
の
コ
マ
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
）
が
回
っ
て
い
る
場
合
、
漏
水
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
町
指
定
水
道
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
減
額
申
請
制
度

不
可
抗
力
に
よ
る
水
道
管
の
漏
水
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
水
道
料
金
の
減
額
申
請
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
町
指
定
業
者
を
通
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

積
雪
に
よ
る
認
定
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

積
雪
な
ど
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
前
月
と
同
水

量
分
を
認
定
水
量
と
し
て
、
料
金
を
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
翌
月
以
降
の
検
針
可
能

月
に
お
い
て
、
認
定
水
量
と
調
整
し
て
精
算
い
た
し

ま
す
。（
精
算
時
の
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、

精
算
金
額
が
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
）
な
お
、
融
雪
に
水
道
水
を
使
用
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
上
下
水
道
料
金
は
通
常
通
り
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に

も
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
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い
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せ
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1
1
1
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2
3
2
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永
平
寺
支
所
　
地
域
整
備
課
　
1
６３
ー
3
1
1
1

上
志
比
支
所
　
地
域
整
備
課
　
1
６４
ー
2
2
1
1

お
問
い
合
わ
せ

上
水
道
課
　
1
６１
ー
0
2
7
7

10月29日、永平寺保健センター内に永平寺町障害者自立支
援センターが開設されました。現在、障害（身体・知的・精
神）をお持ちのかたやその保護者が気軽に相談できる場所が
少ないこと、また地域社会において自立していける場所が少
ないため、新たに相談所を開設し、障害をお持ちのかたの支
援を目的としています。運営は、障害者自立支援センタース
マイルハート（代表　吉川年行）が行っています。
相談所開設時間は、平日の10時から16時まで、その他の時

間は電話にて相談を受け付けますので、お気軽にご相談くだ
さい。

お問い合わせ・相談先

永平寺町障害者自立支援センター　163－2863

永平寺町障害者自立支援センターオープン
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資源を生かしたまちづくりへ 
　10月24日、永平寺町役場において第１回永平
寺町景観協議会が行われました。 
　会長に福井県立大学看護福祉学部の北條蓮英教
授を選出し、町内の景観の現状などについて話し
合いました。 
　来夏の景観計画策定に向けて、毎月１回の予定
で開催します。 
 

最後までがんばれ！ 
　10月25日、子育て支援センターによる「なか
よし運動会」が開催されました。 
　0～ 3歳児約 80組が参加しました。松岡更生
保護女性会やシルバー人材センターの皆さんのお
手伝いもあり、子どもの成長にあった競技内容で
した。歩き始めたばかりの子がゴールした瞬間は
とても感動的でした。 

未来に夢を乗せて 
　10月22日、松岡東幼児園で開園50周年
を記念し、園内にタイムカプセルを埋設しま
した。 
　このカプセルには園児の父母から10年後
の子どもたちにあてた手紙や、思い出の写真
などが入れられました。10年後の60周年の
時に掘り出すことにしています。カプセルの
外側には園児たちの手形が押してあります。 

福祉でまちづくりへの第一歩 
　10月22日、えいへいじ福祉まつり「ふれ
愛フェスタ2006」が盛大に開催されました。
　米寿の祝い餅つきや、子どもたちの踊りな
どが行われました。多くの来場者が参加し、
一緒に踊ったり、全長30ｍの太巻き寿司を
協力して作りました。 

清流の風を切って… 
　11月19日、「2006チャレンジ九頭竜フルマラ
ソン」が開催されました。 
　コースは松岡河川公園を出発し、五松橋から福
井市天池橋までのサイクリングロードを2往復す
る42.195km。全国から男女計626人のランナー
が6時間の制限時間内完走に向け健脚を競い合い
ました。 

自然豊かな九頭竜川へ… 
　11月11日、九頭竜川左岸五松橋下においてサ
クラマス稚魚の放流が行われました。 
　今年は6月に続いて2回目の放流。 
　自然豊かな九頭竜川で大きく育つことを願って、
今回は御陵小学校5年生児童22名も参加しました。 

火遊びはしません 
　10月31日、幼年消防活動事業の一環とし
て火の恐ろしさ、大切さなど防火の心の育成
を目的とした「ちびっ子防火まつり」がふれ
あいセンターで行われました。 
　永平寺地区幼児園の園児55名がパズルゲ
ームなどに挑戦し、防火について学びました。 

「ふくい国際交流賞」を受賞 
　10月29日、国際交流会館で「福井国際フ
ェスティバル2006」が開催されました。 
　福井県の国際化に貢献した個人または団体
に贈られる「ふくい国際交流賞」の表彰式が
行われ団体として受賞した永平寺町国際文化
交流協会の田中健一会長が表彰状とトロフィー
を受け取りました。 

まちかどショット
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永平寺町農村公園

松岡福祉総合センター
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講談社 理論社 

オリジナル表紙絵展入賞者 オリジナル表紙絵展入賞者 オリジナル表紙絵展入賞者 
松
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小
学
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な
か
む
ら
　
み
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や
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ぐ
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い
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四
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泉
　
賢
也
　
　
長
尾
　
貴
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五
年
　
山
川
　
葉
月
　
　
清
水
　
耀
一 

六
年
　
吉
野
花
奈
美
　
　
堅
達
　
知
子 

　
　
　
斎
藤
　
治
樹 

 

御
陵
小
学
校 

一
年
　
も
り
つ
か
　
ま
こ 

二
年
　
ま
つ
し
ま
　
め
ぐ
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三
年
　
木
戸
　
綾
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四
年
　
中
村
　
綾
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五
年
　
　
田
　
理
歩 

六
年
　
松
浦
　
拓
耶 

 

吉
野
小
学
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一
年
　
も
り
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た
け
し 

二
年
　
さ
た
け
　
と
し
あ
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三
年
　
荒
木
　
ゆ
里
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柿
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莉
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五
年
　
稲
葉
　
祥
子 

六
年
　
山
田
　
美
穂 

ラ
ム
ダ 

（敬称略） 

お問い合わせ 

松岡保健センター　161-0111 
永平寺保健センター　163-2868 
上志比保健センター　164-3000

予防接種のご案内 
★BCG（結核）個別予防接種 
対 象 者：平成18年8月1日～平成18年8月31日生ま

れの子および、前期間未接種の子 
接種期間：12月4日（月）～12月9日（土） 
　　　　　次回の接種期間は1月になります 
★麻しん風しん個別予防接種1期 
対 象 者：平成17年11月1日～平成17年11月30日生

まれの子および、2歳未満で「麻しん」「風
しん」のどちらも未接種の子 

接種期間：12月18日（月）～12月22日（金） 
　　　　　次回の接種期間は1月になります 
※「麻しん」または、「風しん」のどちらかを接種済みまたは、
かかった子は必ず保健師までご連絡ください 

★三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）個別予防接種 
対 象 者：平成18年7月1日～平成18年7月31日生まれ

の子および、月齢90月未満で未接種の子 
接種期間：12月11日（月）～12月16日（土） 
　　　　　次回の接種期間は1月になります 
※個別予防接種の接種場所は、町内指定医療機関です 
※対象者には町から問診票を送付しています　　　 
※町から配布されております「予防接種と子どもの健康」、
あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください 
※予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず
記入してください 

インフルエンザにご注意！ インフルエンザにご注意！ インフルエンザにご注意！  
 
インフルエンザと普通の風邪はどう違うのでしょう？ 
答　普通のかぜの多くは、のどの痛み、鼻汁、くしゃ
みや咳などの症状が中心で、全身症状はあまり見られ
ません。発熱もインフルエンザほど高くなく、重症化
することはあまりありません。一方、インフルエンザ
は、普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳
などの症状も見られますが、38度以上の発熱、頭痛、
関節痛、筋肉痛など全身の症状が突然現れます。 
 

インフルエンザを予防するには！ 
1．帰宅時の手洗い、うがい 
　咽頭粘膜や手指など身体に付着したインフルエンザ
ウイルスを物理的に除去するために有効な方法です。 
2．流行前のワクチン接種 
　インフルエンザワクチンは、罹患した場合の重症
化防止に有効と報告されており、我が国でも年々ワ
クチン接種率が上昇してきています。 
3．適度な湿度の保持 
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下
し、インフルエンザにかかりやすくなります。特に
乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、十分な
湿度（50～60％）を保つことも効果的です。 
4．十分な休養と栄養摂取　 
　からだの抵抗力を高めるために十分な休養と栄養

を日ごろから心がけましょう。 
5．人混みや繁華街への外出を控えること、外出時の
マスク着用 
　インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や
慢性疾患を持っている人、疲労気味、睡眠不足の人
は、人混みや繁華街への外出を控えること、外出時
にはマスクを着用することも効果があります。 
 

インフルエンザ予防接種の効果 
　インフルエンザワクチンの接種により、インフルエ
ンザによる重篤な合併症や死亡を予防し、健康被害を
最小限にとどめることが期待されています。ワクチン
の効果は、年齢、本人の体調、そのシーズンのインフ
ルエンザの流行株とワクチンに含まれている株の抗原
性の一致状況によっても変わります。 
　日本における研究では、65歳以上の健常な高齢者に
ついては、約45%の発病を阻止し、約80%の死亡を阻止
する効果があったという報告がありました。小児につい
ては、1歳以上で6歳未満の幼児では発病を阻止する効
果は約20～30％で、1歳未満の乳児では対象症例数が
少なく、効果は明らかでなかったという報告があります。 
　なおインフルエンザワクチンは、SARSや高病原性
鳥インフルエンザはもちろん、他のウイルスやその他
の病原体による「かぜ」（かぜ症候群）には効果はあ
りません。 

（厚生労働省　ホームページより） 

《1歳6ヶ月児健診》 
対　象：平成17年2月、3月、4月生まれ 
日　時：12月6日（水） 
　　　　午後1時30分～2時まで受付 
会　場：上志比保健センター 

《3歳児健診》 
対　象：平成15年8月、9月、10月生まれ 
日　時：12月6日（水） 
　　　　午後1時30分～2時まで受付 
会　場：上志比保健センター 

12月の 
乳幼児健診 
と相談 

保健通信
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鈴
すす

木
き

ひなた ちゃん　4歳
（志比）

将来の夢は「倖田來未」
毎日、おうちで歌ってセクシーダン
スしています。妹の面倒もみてくれる
やさしいお姉ちゃんになりました。

表
おもて

亮
りょう

介
すけ

くん　6歳
（京善）

おりがみが大好き！ピアノもまあ
まあ好き！ゆうかねえちゃんと、早
く小学校に行きたいな！
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最
近
、
粗
大
ご
み
な
ど
の
様
々
な
廃
棄

物
を
河
川
や
山
林
な
ど
人
目
に
つ
き
に
く

い
場
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不
法
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り
、
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採
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跡
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不
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す
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事
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見
受
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ら
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ま
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。

廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
で
は
、
次
の
よ

う
な
場
合
、
5
年
以
下
の
懲
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0
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れ
る
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が
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。
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②
法
令
で
定
め
ら
れ
た
方
法
や
公
益
上
、

社
会
の
慣
習
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③
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ら
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を
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し
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廃
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物
の
不
法
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棄
や
野
外
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。
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て
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熱
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せ
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ー
思
い
や
り
の
心
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か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
ー

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
差
別
・
暴

力
・
虐
待
な
ど
人
権
問
題
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
人
権
相
談
委
員
が
各
相

談
所
で
皆
様
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

池
田
美
晴
（
松
岡
越
坂
2
）
1
61
ー
1
2
1
5

峠
喜
美
子
（
松
岡
神
明
3
）
1
61
ー
0
9
5
1

田
中
眞
佐
子
（
松
岡
樋
爪
）
1
61
ー
2
0
5
8

斉
川
静
子
（
光
明
寺
）
1
63
ー
2
1
9
5

島
田
美
恵
子
（
栃
　
原
）
1
63
ー
2
6
3
3

渡
邉
眞
理
（
志
　
比
）
1
63
ー
3
0
3
4

南
保
文
夫
（
藤
　
巻
）
1
64
ー
2
6
5
3

小
淵
富
美
子
（
牧
福
島
）
1
64
ー
2
4
1
2

定
例
・
特
設
人
権
相
談
日
・
時
間
・
場
所

○
12
月
5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

○
12
月
6
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷

○
12
月
13
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
9
7
）

愛
犬
の
散
歩
の
際
、
道
路
・
公
園
な
ど

の
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
に
排
泄
物

を
残
し
た
ま
ま
に
す
る
、
ま
た
放
し
飼
い

に
す
る
な
ど
で
、
ご
近
所
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
、
ご
自
身
の
愛
犬
も
非
難
の
的
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

排
泄
物
処
理
の
道
具
を
持
参
し
て
後
始

末
を
す
る
習
慣
を
つ
け
、
首
輪
や
引
き
綱

が
外
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
な
い
人

た
ち
か
ら
も
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
飼

い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
3
6
）

働
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
か
た
や
、

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
た
に
就
業
相
談
員

や
母
子
自
立
支
援
員
な
ど
が
一
緒
に
考
え

ま
す
。
ま
た
、
母
子
家
庭
の
か
た
の
不
安
、

悩
み
な
ど
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
秘

密
は
守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
時

12
月
25
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
　
所

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

1
２１
ー
0
7
3
3

福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

1
３６
ー
2
8
5
7

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

１２
月
は
、
不
法
投
棄
等
防
止
啓
発

強
調
月
間
で
す

１２
月
4
日
〜
１０
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す
　

“歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
”

『
町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』
を

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
い
ま
す
！

母
子
家
庭
等
就
業
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
　
福
井
県
・
永
平
寺
町

現
在
、
県
と
市
町
は
共
同
で
、
平
成
19

年
3
月
よ
り
各
種
申
請
･
施
設
予
約
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
受
け
付
け
る

『
福
井
県
･
市
町
共
同
利
用
電
子
申
請
･

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
』（
以
下
「
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
）
の
構
築
を
進
め

て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
親
し
み
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
、
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
の
愛
称
を
皆
様
の
投
票
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
投

票
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
愛
称
候
補
】

・
ｅ
ー
Ｔ
ｈ
ｅ
ふ
く
い
　
申
請
ネ
ッ
ト

・
や
っ
て
み
ネ
ッ
ト
ふ
く
い

・
い
い
ね
っ
と
ふ
く
い

・（
ふ
く
い
さ
ん
ち
の
）
し
ん
せ
い
君
と

よ
や
く
ち
ゃ
ん

・
デ
ジ
タ
ル
窓
口
　
ほ
や
ほ
や
＠
ふ
く
い

・
ふ
く
ｅ
窓
口

・
ふ
く
い
で
ん
し
ん
君

・
ふ
く
い
電
子
自
治
体
シ
ス
テ
ム
「
ま
た

き
て
ネ
ッ
ト
」

・
越
前
若
狭
電
子
奉
行

・
申
請
窓
口
ｅ
ふ
く
い

・
電
子
申
請
窓
口
／
ふ
く
ｅ
ー
ね
っ
と

・
福
ｅ
ー
申
請
・
予
約
シ
ス
テ
ム

・
ま
ど
ぐ
ち
　
ふ
く
い

投
票
方
法

左
記
の
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い

http://info.pref.fukui.jp/jouhou/na
m
ing.htm

l

投
票
期
間

11
月
1
日
（
水
）
〜
12
月
15
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

福
井
県
総
務
部
情
報
政
策
課

1
２１
ー
0
2
7
0

商
工
観
光
課

1
６３
ー
3
1
1
1

会
　
期

12
月
7
日
（
木
）
〜
12
月
19
日
（
火
）

一
般
質
問
は
12
月
11
日
・
12
日

午
前
10
時
か
ら
の
予
定
で
す

時
間
な
ど

7
日
・
11
日
・
12
日
・
18
日
・
19
日
は

午
前
10
時
開
会
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期

中
右
記
以
外
は
休
会
の
予
定
で
す

場
　
所

役
場
3
階
　
議
場

お
問
い
合
あ
わ
せ
　
議
会
事
務
局

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
6
3
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
翌
年
の
固

定
資
産
税
が
減
額
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

平
成
18
年
中
に
取
り
壊
し
た
か
た
は
、
必
ず

役
場
税
務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
4
4
）

12
月
は
徴
収
強
化
月
間
で
す
。
休
日
納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
17
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
　
所

福
井
県
税
事
務
所

お
問
い
合
わ
せ

福
井
県
税
事
務
所
納
税
課

1
２１
ー
0
0
1
0

福
井
市
東
山
運
動
公
園
後
期
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

場
　
所

福
井
市
東
山
健
康
運
動
公
園

対
　
象

18
歳
以
上
の
健
康
な
か
た

申
込
み
開
始
日

12
月
12
日
（
火
）
か
ら
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

申
込
み
方
法

受
講
料
を
添
え
て
、
福
井
市
東
山
健
康

運
動
公
園
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
教
室
の
内
容
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
平
成
19
年
1
月
6
日
（
土
）
は
新
春
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
レ
モ
ン
風
呂
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

福
井
市
東
山
健
康
運
同
公
園
教
室
係

1
５４
ー
9
1
9
0

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
保
育
士

若
干
名

②
児
童
館
児
童
厚
生
員

若
干
名

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

若
干
名

④
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

若
干
名

⑤
調
理
員
・
パ
ー
ト
調
理
員

若
干
名

⑥
延
長
保
育
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

勤
務
期
間

平
成
19
年
4
月
1
日（
日
）〜

平
成
20
年
3
月
31
日（
月
）

応
募
資
格

年
齢
不
問
・
健
康
な
か
た

（
①
②
③
⑤
は
要
資
格
）

受
付
期
間

平
成
18
年
12
月
4
日（
月
）〜

平
成
18
年
12
月
27
日（
水
）

※
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
に,

次
の

と
お
り
特
別
選
考
枠
を
設
け
ま
す

採
用
予
定
数

若
干
名

応
募
資
格

志
願
す
る
職
種
の
資
格
を
有

し
、
自
力
に
よ
る
通
勤
、
介
助
な
し
の

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
害

の
程
度
が
一
級
か
ら
六
級
ま
で
の
者
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
申
し
込
み
時

に
ご
説
明
い
た
し
ま
す

お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
　
1
６１
ー
7
2
5
0

「
福
井
県
･
市
町
共
同
利
用
電
子
申

請
･
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
の
愛

称
を
投
票
く
だ
さ
い

平
成
１８
年
第
7
回
永
平
寺
町
議
会

定
例
会
を
開
会
し
ま
す
。
お
気
軽

に
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

飼
い
主
と
し
て
最
低
限
の
マ
ナ
ー
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

嘱
託
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

東
山
で
い
い
汗
を

な
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

★
次
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す

①
本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
と
き

②
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年
の
所
得

が
1
2
5
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

③
失
業
中
、
ま
た
は
災
害
等
で
納
付
が
困

難
な
と
き

④
前
年
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る
と

き
（
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶

者
・
世
帯
主
の
か
た
も
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

○
全
額
免
除
基
準
額
＝
57
万
円
＋
（
扶

養
親
族
等
の
数
×
35
万
円
）

○
4
分
の
3
免
除
基
準
額
＝
78
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
各
種
控
除

額
）

○
半
額
免
除
基
準
額
＝
1
1
8
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
各
種
控
除

額
）

○
4
分
の
1
免
除
基
準
額
＝
1
5
8
万

円
＋
（
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
各
種

控
除
額
）

★
２０
歳
か
ら
２９
歳
の
か
た
に
は
、
国
民
年

金
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
そ

れ
ぞ
れ
基
準
額
以
下
の
場
合
）

○
基
準
額
＝
57
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の

数
×
35
万
円
）

★
申
請
す
る
と
、

①
万
が
一
、
免
除
承
認
期
間
中
に
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
免
除
承
認
期
間
（
納
付
猶
予
期
間
）
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

③
免
除
承
認
期
間
は
、
年
金
額
に
3
分
の

1
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
後
か
ら
い
つ
で
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
、
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

④
納
付
猶
予
期
間
は
、
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後

か
ら
い
つ
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

福
井
社
会
保
険
事
務
所
２３
ー
4
5
1
6

住
民
生
活
課
　
1
６１
ー
1
1
1
1

（
内
線
2
4
7
）

年
　
金

お
問
い
合
わ
せ

平成18年6月サービス利用分の申請から
高額介護（予防）サービス費支給申請手続きが簡素化されました
従来は、高額介護（予防）サービス費の支給を受けるには、支給対象月ごとに申請と領収書の添付などが必要

とされていましたが、平成18年6月サービス利用分から1回の申請でよいこととなりました。
なお、1回申請していただきますと、以後、高額介護（予防）サービス費が支給される場合は、申請時に指定

いただきました口座に支給金額を振り込みさせていただき、支給決定通知書のみが送付されることとなります。
また、申請時における領収書の添付は不要となりました。
ただし、平成18年5月サービス利用分までの申請手続きについては、従前のとおり、申請書の提出および領収

書の添付が必要となりますので、ご注意ください。
※高額介護（予防）サービス費は、介護サービスを利用して支払った当該月の自己負担の合計額が、1ヶ月当た
りの自己負担の上限額（下表）を超える場合に支給されます。同一世帯に複数の利用者がいる場合は、世帯全
体の自己負担の合計額が上限額を超える場合に支給されます。（住宅改修費・福祉用具購入費・施設における
食費、居住費および日常生活費などの自己負担分は、対象外です）

段　階

第1段階

対 　 　 象 　 　 者

生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税
のかた

世帯の上限額

15,000円

第2段階
世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円以下のかた

15,000円

第3段階 世帯全員が町民税非課税で、第2段階に該当しないかた 24,600円

第4段階 上記第1段階から第3段階に該当しないかた 37,200円

お問い合わせ 福祉保健課　164－2211

察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

消防車・救急車の緊急通行にご協力ください 
　消防車・救急車は、いち早く災害現場に到着
できるよう「緊急自動車」として、道路交通法
上の特例（停止義務の免除・右側通行の特例など）
が認められています。消防車・救急車が緊急通
行するためには、一般車両や歩行者の皆さんに
道を譲ってもらうなどの協力が不可欠となります。
サイレンが聞こえてきましたら、緊急通行時の
安全確保にご協力ください。 

　住宅火災による死者を減少させるため永平寺町内
のすべての住宅に、平成20年 6月 1日までに住宅
用火災警報器の設置が義務化されました。 
　図は、住宅用火災警報器の設置場所を示した例です。
設置場所は寝室・階段となっていますが、住宅の部
屋数・階数などで異なってきます。 
　また、設置したら消防署に届出が必要です。用紙
は消防署にあります。 

住宅用火災警報器を設置しましたか？ 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

事件事故のない 
明るい年末年始に向けて 

　年末年始は犯罪や事故が増加する時期です。犯
罪を未然に防止し、事故のない明るい町にしてい
きましょう。 
◎強盗事件などの凶悪事件防止対策 
　年末には金融機関やコンビニを狙った強盗事
件が多発する傾向があります。 
　不審者を発見したときは、素早い通報が、犯
罪の未然防止への第一歩です。 
◎子供や女性を狙った犯罪の防止 
　全国的に、児童、少年、女性などに対する声
かけ事案が発生しています。地区住民が一丸と
なって安全安心なまちづくりを推進しましょう。
また、夜間は、極力一人では外出しないよう充
分注意しましょう。 
◎飲酒運転や交通事故の防止 
　年末年始はお酒を飲む機会が増えます。お酒
を飲んだら絶対運転はしないでください。 
　冬時期は、夕暮れが早く、降雪等で道路環境
が悪くなります。車の運転には車間距離を広く
取り、速度は控えめにしましょう。 

1月10日は「110番の日」 
◎110番は警察への緊急連絡手段です。 
　事件、事故など緊急の対応を必要とする場合に利
用します。（相談、照会などの緊急を要しない事案
は「#9110」警察相談専用電話を利用してください） 
◎携帯電話からの110番は、場所がすぐに特定で
きません。 
　電波を使っているので、発信場所がすぐに特定
できません。携帯でかけた場合は近くの建物や目
標物（キロポスト）など具体的に話してください。 

火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

設置場所をチェック！ 

こども部屋 
（寝室） 

寝　室 

寝　室 
就寝に使用する部屋の天井または壁面に設置します 

階　段 
寝室がある階の階段の天井または壁面に設置します 
★2階に寝室がある場合は、2階の階段の天井または壁面 
（ただし、1階など容易に避難できる階の階段は除きます） 

年末の交通安全県民運動の実施について 年末の交通安全県民運動の実施について 
　12月 11日（月）から12月 20日（水）まで
の10日間、年末の交通安全県民運動が実施され
ます。 
　運動の重点は、飲酒運転の根絶、
高齢者の交通事故防止、雪寒時の交
通事故防止です。 
　期間中、警察では積極的な交通指
導取締りを実施し、交通事故防止を
徹底します。 


